
■最高税率の世界■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 429号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

6/29木は、友人に頼まれて相続相談を受けるための挨拶状を書きました。 

手紙には、あまり具体論を書かないようにしましたが、世代を超えて財産を継承していくことがいかに困難か

に次第に腹が立ち、今週のブログを書きました。 

僕が伝えたいことは、自分は貧乏なのに、お金持ちが気の毒だと思えること。 

貧乏より、お気の毒を助けたい、そんな気分に気付きました。 

6/29夜は、「笑恵館 deシネマ」のお試し会で、「PLAN75」を見ながらおしゃべりしました。 

職を失い住まいを失い希望を失った主人公（倍賞千恵子）が、安楽死の直前に思い直して施設を脱走します。 

何も解決していない、何の見通しも無いその人の清々しい笑顔が、「死という選択肢を選ばない喜び」に思えま

した。 

7/2には、友人のMYさんがやってきて、フリーパートナー契約を結んでくれました、これからもよろしくね！ 

・ 

今日から毎週火曜日は、「笑恵館 deプール」と称して僕のプールを使って行う無料冷水浴。 

7月に入り、いよいよ夏本番ですが、今年もエアコンなしの夏暮らしにチャレンジしたいと思います。 

僕が便利や快適やお金に頼りたくないと思うのは、災害（有事）に備えているからです。 

もしも有事が来るのなら、なるべく早く来て欲しい。 

その理由は簡単で、少しでも自分に体力と知力が残っているうちに来てもらいたいからです。 

もしも僕が、まだ若くて準備不足なら、有事を先延ばしにしたいと願うかも知れません。 

これも年老いて、終わり（死）を意識することのメリットかも知れないですね。 

 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：最高税率の世界 

 

所得税と相続税は累進課税と言われ、課税金額が高くなるにつれて税率が高くなる。 

それぞれの最高税率は所得税が 45％、相続税が 55％だが、所得税に伴う地方税が 10％なので、結局どちらも

55％で頭打ちだ。 

55%とは、半分以上のことであり、日本政府は個人の生み出す剰余金の過半を没収することを意味する。 

もちろん半分以下の 45%でも、無駄遣いせず貯金すれば何十倍にも増やすことができる。 

だが、それを許さないのが相続税で、個人が死ぬたびにすべての財産を子供に相続させ、これを所得とみなし

て課税する。 

僕が個人所有をやめ、仲間が参加する法人の所有に移すことで、財産を仲間が共有(総有)しようと呼びかけるの

は、コツコツ積み上げた財産を国に没収させず、不死身の法人が所有し続けることを目指している。 

僕の言う「国づくり」とは、そんな「仲間と法人を作ること」を意味している。 

今日は最高税率の正体を暴くことで、僕の考えを説明したい。 

・ 

所得税率が最高税率となるのは、年収 4000万円から。 

つまり、4000 万円の申告所得に対し、2200 万円の所得税＋地方税がかかるので、税引き後の所得は 1800 万円

となる。 

もちろん、この申告所得は総収入でなく、様々な経費や控除を差し引いた残りの金額だが、そのあたりは別の

機会に。 

次に相続税が最高税率になるのは、相続財産の総額が 6億円から。 

相続財産にはさまざまあるが、その種類によって評価法も様々だ。 

例えば、株式などの「金融債権」はその時点での価格（時価）だが、「現金」であればそのままの額面となる。 

これに対し、不動産や動産と言われる「物（もの）」についてはそれぞれ評価額の算出基準があり、それらを計

算し積み上げることで総額が求められる。 

・ 

財産は、それを運用することにより収益を得ることができる。 

例えば、現金を銀行に預けたり人に貸せば利息が付くし、株式は配当を得ることができる。 

物（もの）は他人に貸すことにより賃料を得ることができるので、ここで言う運用はこれ全てを指すことにす

る。 

すでにお分かりと思うが、これら様々な運用には状況に応じた特色があり、それを状況に応じて選択できる。 

収益を生む要因である利息、配当、賃料などが互いに関係しながら変化する。 

例えば、金利が高くなると借金しづらくなり、不動産を買いづらくなったり、売り注文が増えて株価が下が

る、、、などなど。 

でも、ここで述べたいのはこんなことではなく、この制度の根本的な仕組みのこと。 

累進課税という呼び名は、一見低い数値を基準にしているように思えるが、むしろ最高税率を越えればあとは

どこまでも一定の税率で、低所得や少額資産に対する減免制度に過ぎない。 

・ 

最高税率の世界をイメージするには、不動産が解り易い。 

土地の相続評価額を路線価とよび、ネットですべてが公開されているのだが、これを見ると都心部の繁華街に



は㎡単価が 2～3千万円の土地が見受けられる。 

仮に 3千万円／㎡の土地は 20㎡（約 6坪）で評価額 6億円となり、相続税率は最高の 55％となる訳だ。 

これは極端な事例だが、高級住宅地であれば、300 万円／㎡以上の土地はいくらでもあり、それが 60 坪以上あ

れば最高税率が適用される。 

僕が言いたいのは、相続税が最高税率 55％で課税されることが、それほど特殊なことではないということだ。 

そんな土地の所有者が亡くなって、子供が相続すると、相続財産から「3000 万円＋600 万×相続人の数」が控

除される。 

そこで、控除が最も少ない一人の場合で計算すれば、6億円×55%－3,600万円＝29,400万円となる。 

僕が言いたいのは、これ以上の財産を相続するならどこまでもこの数式で計算できること、つまりこの数式こ

そが相続税の一般解と言えるだろう。 

・ 

次に、この相続税を払うには、どうすれば良いのかということだ。 

もちろんここでは最悪のケースとして、自己資金がゼロで相続が発生した段階から自分が死ぬまでの間に稼ぐ

ことにする。 

もしも親が 30歳の時に自分が生まれ、自分が 30歳で子供を生むならば、相続は 30年毎に行われることになる。 

先ほど計算した最高税率の最低税額 29,400 万円をいったん借り入れて、年利 0.13%の 30 年で返済するなら、

返済額は年額 1000万円となる。 

つまり、評価額 6 億円の土地を世代を超えて所有し続けるには、毎年 1,000 万円以上を相続税分に充てる必要

が有るということだ。 

だが、土地所有には固都税という経費が掛かる。 

路線価は市価の 70%、固定資産税評価額は市価の 80%、固定資産税率は 1.3%（都市計画税率は 0.4%）なので、

路線価 6億円の土地の固定資産税額は 891万円（都市計画税額は 274万円）。 

もちろん、住宅として使ったり、農地として使うことで、この税額はかなり軽減されるが、都市計画区域内で

事業用地として稼ぐなら、1,100万円を超える税負担がのしかかる。 

・ 

さてここで、所得税のことを思い出して欲しい。 

この土地を所有し続けるために稼ぎ続けなければならない金額は、相続税と固都税を合わせれば約 2,165 万円

だが、そのうち 1,165万円（固都税分）は経費計上できるので、必要利益は 1,000万円となる。 

この利益が 4,000 万円を越えれば最高税率 55％が課税され手元に 1,800 万円が残ることになるので、先ほどの

1.8倍の土地を想定すればいい。 

固都税 2,165×1.8≒3,900 万円に 4,000万円を加えた 7,900万円の総収入から固都税を納付し、2,200 万円の所

得税を納付して、手元に残る 1,800万円が相続税相当額になる計算だ。 

これは、都心の一等地なら 20×1.8＝36㎡(11坪)、高級住宅地 200×1.8＝360㎡(109坪)の話。 

自分自身が当てはまらなくとも、自分の親せきや友人の中に当てはまる人は必ずいると僕は思う。 

・ 

あくまで土地をそのまま貸すだけで、所有者は何もしないことが前提だ。 

それでも毎年 7,900 万円を稼ぎ続けなければ、世代を超えて個人が土地を所有し続けることができないという

訳だ。 

「もしこれができないなら、土地を売却して納税せよ」とは、どこにも書いてない。 

だが、それ以外の方法を知る人はほとんどおらず、ほとんどすべての人が一部ないしは全ての土地を売却する。 

だが、ここから先が落とし穴で、土地の売却益には「譲渡所得税」が課税される 

相続を繰り返した土地の多くは取得価格が極めて低く、課税対象となる売買差益が大きくなる。 



成立の低い長期譲渡でも、市価の 20%が課税され、路線価が市価の 70%であることを考慮すれば、路線価の

28.5%が課税される。 

土地を売却して相続税を納税する人は、最高 55＋28.5＝83.5％納税していることを知って欲しい。 

自分自身は当てはまらないけど、こんな未来に向かう日本の仕組みを、僕は絶対に看過できない。 

最高税率の世界に住む人たちに、僕はこのことを伝えたい。 

皆さんの知り合いにそれらしい人がいたら、一刻も早く伝えて下さい。 

 

https://nanoni.co.jp/20230703/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）07/04 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

会議×：11-12時 Sさん（笑恵館） 

（水）07/05 なのに（各所）作業日 

（木）07/06 なのに（世田谷）作業日 

   会議×：17-18時 一宮庵クラブ（成城学園前） 

（金）07/07 なのに（各所）作業日 

（土）07/08 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

（日）07/09 なのに（横浜）作業日 

 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

（月）07/10 なのに（各所）作業日 

 

■今後の予定 

07/11 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

07/13 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

07/15 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

07/15 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（オンライン） 

07/17 会議〇：14-15時 きぬた女子会MTG_3月（笑恵館） 

07/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

07/20 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

07/20 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

07/23 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

07/25 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

07/27 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 



07/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

07/27 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

08/02-05 視察：長岡花火-秋田竿灯-五所川原立佞武多-伊豆沼はす祭り 

08/13 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

08/13 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 



http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


